
茨城キリスト教大学　2010年度授業概要

31125 看護関係法規
Nursing and the Law 

２年次～
後期
１単位

柳澤　尚代 N必

看護・保健(Ｎ)

看護活動と法律

人間が地域社会の中で生活し活動するためには、多くの社会的しきたりや法的規範が必要である。例えば、専門
職である医療従事者は、医師法、保健師助産師看護師法、診療放射線技師法などにより免許が与えられ、身分が
保障されている。さらに、日常業務は医療法や薬事法のような包括的な基本法で規定され、個々の専門業務は母
子保健法、精神保健及び精神障害者福祉に関する法律などにより指示され規制されている。
　看護職として、法律を遵守し看護業務を遂行するには、法規あるいは法令と言われているものの基礎的知識を
理解することが重要である。さらに、めまぐるしく変化する社会情勢や疾病構造、医療技術の進歩などに対応す
るために、新しい法律が制定・施行され、また改訂されているが、そうした背景についても考えたい。
　授業は、実際の看護実践を事例に挙げながら、実態に即して具体的に理解できることを目指している。

１）法規の概念
２）保健医療と関係法規（１）
　　～”母子保健と法”との歴史を読んでみよう～
３）保健医療と関係法規（２）
　　～医療供給体制と関係する法規～　
４）保健医療と関係法規（３）
　　～看護と医事法・労働法～

５）演習：「看護職と過失」
６）看護と患者情報の取り扱い
７）看護職と刑事責任

教）系統看護学講座　専門基礎１０　「関係法規」医学書院
参）看護六法

筆記試験、出席状況

実際の活動と関連して考えることができるよう、学習に関連した参考書や文献、及び資料等を活用します。

http://www.icc.ac.jp/


